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　二
〇
一
六
年
の
干
支
は
、丙
申（
ひ
の
え
さ
る
）で

す
。　干

支
と
言
え
ば
、「
子（
ね
）・
丑（
う
し
）・
寅（
と

ら
）…
」と
、十
二
の
動
物
を
数
え
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、本
来
は
十
干（
じ
っ
か
ん
）と
十
二
支
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
を
干
支（
え
と
）と
言
い
、甲
子

（
き
の
え
ね
）に
始
ま
り
、三
十
三
番
目
が
丙
申
、今

年
の
干
支
は
六
十
年
に一度
の
年
だ
そ
う
で
す
。

　十
干
は
、樹
木
の
生
長
に
例
え
ら
れ
る
そ
う
で
、

丙
は
、そ
の
形
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
頃
な
の
だ

そ
う
で
す
。

　一方
で
十
二
支
も
同
じ
く
、申
は「
呻（
う
め
く
）」

と
い
う
意
味
で
、果
実
が
成
熟
し
、固
ま
っ
て
く
状
態

を
表
し
て
い
ま
す
。

　つ
ま
り
、今
年
は「
形
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
、

実
が
固
ま
る
年
」と
言
え
そ
う
で
す
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
は
便
利
な
も
の
で
、

六
十
年
前（
一
九
五
六
年
）の
出
来
事
を
調
べ
て
み
る

と
、た
く
さ
ん
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　丙
申
に
ふ
さ
わ
し
い
話
題
を
拾
っ
て
み
る
と
、五

月
に
は
、故
・
石
原
裕
次
郎
が
、「
太
陽
の
季
節
」で
俳

優
デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
ま
す
。十
月
は
、西
鉄
ラ
イ
オ

ン
ズ
が
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
巨
人
を
下
し
、球
団
史
上

初
の
日
本
一に
な
り
、十
二
月
に
は
、日
本
が
国
際
連

合
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　か
な
り
都
合
の
良
い
検
索
で
す
が
、明
る
い
話
題

の
多
い
年
で
し
た
。

　六
十
年
と
言
え
ば
還
暦
。暦
の一
巡
り
を
経
て
、今

年
も
、「
成
長
し
、実
が
固
ま
る
年
」で
あ
る
こ
と
を
、

心
か
ら
願
い
ま
す
。

私がだまされた理由

●手口は知っていたが、
　「自分は大丈夫」と思っていた。
●話し方が優しく丁寧で、親切だった。
●自分や家族の個人情報を
　知っていたので、息子だと信用した。
●焦り、恐怖心、羞恥心などから、
　周りの人に相談できなかった。

～被害者からの聞き取り調査結果～

ニセ電話詐欺 被害額
（福岡県内 平成27年1月～12月末）

18億4,346万円



　
平
成
27
年
6
月
17
日（
水
）午
後
1
時

30
分
か
ら
博
多
都
ホ
テ
ル
3
階
孔
雀
の

間
に
お
い
て
、平
成
27
年
度
定
時
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
櫛
井
正
喜
連
合
会
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
始
ま
り
、続
い
て
来
賓
の
福
岡
労
働

局
職
業
安
定
部
福
味
恵
部
長
と
福
岡

県
福
祉
労
働
部
労
働
局
新
雇
用
開
発

課
後
藤
孝
幸
課
長
補
佐
に
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
、公
益
社
団
法
人
全

国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会

須
藤
忠
雄
会
長
か
ら
は
祝
電
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
総
会
の
議
長
は
、公
益
社
団
法
人
須
惠

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
中
牟
田
恭
志

理
事
長
が
選
出
さ
れ
、議
事
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。当
日
審
議
さ
れ
た
議
事
は
、第
1

号
議
案
平
成
26
年
度
事
業
報
告
、第
2
号

議
案
平
成
26
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査

報
告
、第
3
号
議
案
役
員
の
選
任
で
し

た
。い
ず
れ
も
満
場一致
で
賛
成
し
、原
案

通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、役
員

は
改
選
に
よ
り
理
事
及
び
監
事
が
選
任

さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
就
任
を
承
諾
さ
れ
ま
し

た
。第
3
号
議
案
終
了
後
、臨
時
理
事
会

を
開
催
し
、会
長
、副
会
長
及
び
常
務
理

事
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
刊
に
あ
た
り
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。昨
年

の
第
１
８
９
国
会
の
施
政
方
針
演
説
の
中
で
、安
倍
内
閣
総
理
大
臣
が
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
名
を
出
し
、期
待
を
表
明
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、「一億

総
活
躍
社
会
」を
目
指
す
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス「
新
三
本
の
矢
」に
お
い
て
も
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
存
在
意
義
、役
割
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
役
割
の一つ
が
人
手
不
足
分
野
に
対
す
る
人
材
派
遣
事
業
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

　
福
岡
県
に
お
け
る
人
材
派
遣
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、従
来
か
ら
の
請
負
や

委
任
に
よ
る
受
託
事
業
が
横
ば
い
状
態
を
続
け
る
中
、契
約
件
数
や
契
約
金
額
な
ど
の

受
注
量
、就
業
会
員
数
や
就
業
延
人
数
な
ど
の
仕
事
量
は
、平
成
２１
年
度
の
事
業
開
始
以

降
す
べ
て
が
増
加
の一途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、従
来
受
注
で
き
な
か
っ
た「
指
示・命
令
」を
伴
う
仕
事
や
、事
業
所

に
お
け
る
混
在
作
業
の
受
注
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、一般
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
に
よ

り
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
う
派
遣
事
業
が
、地
域
ニ
ー
ズ
に
対
し
柔
軟
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。併
せ
て
、平
成
27
年
度
か
ら
は
、

派
遣
事
業
推
進
の
た
め
の「
高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代
活
躍
サ
ポ
ー
ト
事
業
」や「
高
齢

者
活
躍
・
人
材
育
成
事
業
」が
新
た
な
国
庫
補
助
制
度
と
し
て
始
ま
り
、派
遣
事
業
の
進

展
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
し
得
る
、も
う一つ
の
大
き
な
役
割
と
し
て
、子

育
て・福
祉・家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
１１
月
２７
日
に
開
催
さ
れ
た
、第
２
回
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
活
性
化
議
員
連
盟

総
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
関
連
予
算
の
増
額
要
望

な
ど
に
応
え
る
後
押
し
の
声
と
と
も
に
、社
会
保
障
分
野
の
介
護
や
子
育
て
、教
育
分
野

の
学
童
保
育
等
に
シ
ル
バ
ー
を
進
出
さ
せ
、社
会
保
障
費
の
削
減
に
も
資
す
る
道
も
必
要

と
い
う
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、連
合
会
で
は
派
遣
事
業
の
推
進
と
と
も
に
、子
育
て・福
祉・家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
も
力
を
入
れ
、「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
研
修
」の
受
託
や
、介
護
保
険
制

度
改
正
に
伴
う「
介
護
予
防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」へ
の
参
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。会
員
数
の
増
大
や
事
業
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
も
必
要
で
す
が
、地

域
の
中
で
、住
民
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
存
在
、会
員
の
方
々
が
就
業
を
通
じ
て
地
域
に
貢

献
で
き
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
存
在
と
な
る
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
本
誌
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、連
合
会
事
業
の
総
会
や
安
全
就
業
促
進
大
会
、啓
発
事

業
の
実
施
報
告
と
と
も
に
、派
遣
事
業
や
高
齢
者
活
躍・人
材
育
成
事
業
、子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
研
修
の
内
容
紹
介
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご一読
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
と
し
て
、社
会
貢
献
を
し
て
い
る
と

い
う
ア
ピ
ー
ル
と
と
と
も
に
、イ
メ
ー
ジ
戦
略
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。昨

年
、全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
に
よ
り
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
チ
エ
ブ
ク
ロ
ウ
」が
誕
生
し
ま
し
た
。ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
に
乗
せ
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
く
良
い
ア
イ
テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、連
合
会
は
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
の
支
援
と
と
も
に
、様
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
情
報
を
収
集
、発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。本
誌
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
皆

様
、関
係
各
位
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、今
後
益
々
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
お
願
い

し
、あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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横
ば
い
状
態
を
続
け
る
中
、契
約
件
数
や
契
約
金
額
な
ど
の

受
注
量
、就
業
会
員
数
や
就
業
延
人
数
な
ど
の
仕
事
量
は
、平
成
２１
年
度
の
事
業
開
始
以

降
す
べ
て
が
増
加
の一途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、従
来
受
注
で
き
な
か
っ
た「
指
示・命
令
」を
伴
う
仕
事
や
、事
業
所

に
お
け
る
混
在
作
業
の
受
注
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、一般
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
に
よ

り
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
う
派
遣
事
業
が
、地
域
ニ
ー
ズ
に
対
し
柔
軟
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。併
せ
て
、平
成
27
年
度
か
ら
は
、

派
遣
事
業
推
進
の
た
め
の「
高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代
活
躍
サ
ポ
ー
ト
事
業
」や「
高
齢

者
活
躍
・
人
材
育
成
事
業
」が
新
た
な
国
庫
補
助
制
度
と
し
て
始
ま
り
、派
遣
事
業
の
進

展
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　一方
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
し
得
る
、も
う一つ
の
大
き
な
役
割
と
し
て
、子

育
て・福
祉・家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
１１
月
２７
日
に
開
催
さ
れ
た
、第
２
回
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
活
性
化
議
員
連
盟

総
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
が
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
関
連
予
算
の
増
額
要
望

な
ど
に
応
え
る
後
押
し
の
声
と
と
も
に
、社
会
保
障
分
野
の
介
護
や
子
育
て
、教
育
分
野

の
学
童
保
育
等
に
シ
ル
バ
ー
を
進
出
さ
せ
、社
会
保
障
費
の
削
減
に
も
資
す
る
道
も
必
要

と
い
う
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
、連
合
会
で
は
派
遣
事
業
の
推
進
と
と
も
に
、子
育
て・福
祉・家
事
援
助
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
も
力
を
入
れ
、「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
研
修
」の
受
託
や
、介
護
保
険
制

度
改
正
に
伴
う「
介
護
予
防・日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」へ
の
参
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。会
員
数
の
増
大
や
事
業
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
も
必
要
で
す
が
、地

域
の
中
で
、住
民
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
存
在
、会
員
の
方
々
が
就
業
を
通
じ
て
地
域
に
貢

献
で
き
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
存
在
と
な
る
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
本
誌
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、連
合
会
事
業
の
総
会
や
安
全
就
業
促
進
大
会
、啓
発
事

業
の
実
施
報
告
と
と
も
に
、派
遣
事
業
や
高
齢
者
活
躍・人
材
育
成
事
業
、子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
研
修
の
内
容
紹
介
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご一読
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
と
し
て
、社
会
貢
献
を
し
て
い
る
と

い
う
ア
ピ
ー
ル
と
と
と
も
に
、イ
メ
ー
ジ
戦
略
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。昨

年
、全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
に
よ
り
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
チ
エ
ブ
ク
ロ
ウ
」が
誕
生
し
ま
し
た
。ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
に
乗
せ
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
く
良
い
ア
イ
テ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、連
合
会
は
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
の
支
援
と
と
も
に
、様
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
情
報
を
収
集
、発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。本
誌
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
皆

様
、関
係
各
位
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、今
後
益
々
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
お
願
い

し
、あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

12

平成27年度

定時総会

職
会　長
副会長

常務理事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
監　事
監　事

氏　名
櫛井　正喜
村松　正文
桑野　六郎
中島　紹男

久保田　利幸　
清水　幸男
前田　邦利
吉武　正一
大塚　邦勝
井形　陽一
池田　清巳
坪内　二郎
伊藤　英俊

所　　　属
理事長
理事長

事務局長
理事長
理事長
理事長
理事長
理事長
理事長
理事長
理事長
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公益社団法人久留米市シルバー人材センター 
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公益社団法人福岡市シルバー人材センター 
公益社団法人那珂川町シルバー人材センター 
公益社団法人福津市シルバー人材センター 
公益社団法人篠栗町シルバー人材センター 
公益社団法人みやこ町シルバー人材センター 
公益社団法人飯塚市シルバー人材センター 
公益社団法人大牟田市シルバー人材センター 
公益社団法人小郡大刀洗広域シルバー人材センター
公益社団法人岡垣町シルバー人材センター 
公益社団法人嘉麻・桂川広域シルバー人材センター

役
員
名
簿

ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人

福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

櫛
井 

正
喜

会 

長
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安
全・適
正
就
業
対
策
の一層
の
推
進
を
図
る
た
め
、平
成
２７
年
７
月
１４
日（
火
）、福

岡
市
立
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、県
内
４
２
セ
ン
タ
ー
の
会
員
・
安
全
就
業
推

進
委
員
等
３
６
７
名
が
参
加
し
、安
全
就
業
促
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、吉
武
正一委
員
長（
み
や
こ
町
Ｓ
Ｃ
理
事
長
）の
開
会
の
こ
と
ば
、櫛
井

会
長
の
挨
拶
、来
賓
の
挨
拶
に
続
き
、安
全
就
業
優
良
セ
ン
タ
ー
の
表
彰
、安
全
標
語

の
発
表・表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
全
就
業
優
良
セ
ン
タ
ー
表
彰
で
は
、連
合
会
表
彰
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
、み
や
こ

町
、飯
塚
市
、田
川
地
区
、筑
前
町
の
４
セ
ン
タ
ー
が
受
賞
し
、中
で
も
み
や
こ
町
は
全

シ
協
の
優
良
賞
も
受
賞
し
、ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、安
全
標
語
表
彰
で
は
、応
募
総
数
２
６
９
点
、う
ち
過
去
分
・
年
度
内
重
複
作

品
５
点
を
除
き
、有
効
作
品
２
６
４
点
を
委
員
会
で
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、別
掲
の

と
お
り
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。受
賞
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、吉
武
正一委
員
長
に
よ
る
連
合
会
安
全
・
適
正
就
業
対
策
委
員
会
報
告
、

昨
年
度
の
重
篤
事
故
発
生
の
反
省
の
も
と
、そ
の
後
の
安
全
就
業
活
動
に
つ
い
て
、北

九
州
市
Ｓ
Ｃ
の
出
口
企
画
課
長
よ
り
事
例
発
表
し
て
い
た
だ
き
、各
セ
ン
タ
ー
・
会
員

に
と
っ
て
お
お
い
に
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、福
岡
県
生
活
安
全
課
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る「
悪
質
商
法
、ニ
セ
電

話
詐
欺
に
つ
い
て
」の
生
活
安
全
講
話
、博
多
警
察
署
に
よ
る「
高
齢
者
の
事
故
抑
止

に
つ
い
て
」の
交
通
安
全
講
話
と
続
き
、普
段
の
生
活
に
役
立
つ
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
休
息
後
、「
就
業
災
害
を
防
止
す
る
に
は
」〜
普
段
の
生
活
に
も
役
立
つ
災
害
防
止

の
考
え
方
〜
と
題
し
て
、損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
太
田
真

治
氏
に
よ
り
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、連
合
会
の
昨
年
度
の
事
故
事
例
を
交
え
、

災
害
分
析
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、行
橋
市
Ｓ
Ｃ
の
安
全・適
正
就
業
対
策
委
員
会
委
員
長
の
丹
村
幸
司
氏
に

よ
る
、「
事
故
は
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
ぞ
」と
い
う
力
強
い
安
全
就
業
宣
言
が
あ
り
、怡

土
副
委
員
長（
大
牟
田
市
Ｓ
Ｃ
事
務
局
長
）の
閉
会
の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し
た
。

安
全
意
識
を
高
め
、

日
々
の
生
活
に
安
心
を

最優秀賞優秀賞佳 作

作
業
前 

み
ん
な
で
摘
も
う 

危
険
の
芽

（
公
社
）筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー  

竹
村 
章
七

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
あ
ご
ひ
も
締
め
て
気
も
締
め
て

（
公
社
）福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

綱
脇 

浅
男

安
全
第一 

心
と
身
体
に 

安
全
ベ
ル
ト

（
公
社
）豊
前・上
毛
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

友
松 

サ
チ
子

忘
れ
る
な「
慣
れ
」と
い
う
名
の 

落
と
し
穴

（
公
社
）筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

溝
上 

好
英

気
を
抜
く
な 

最
後
の
動
作
に 

事
故
が
待
つ

（
公
社
）豊
前・上
毛
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

辛
嶋 

憲
一

気
を
つ
け
よ
う 

慣
れ
と
過
信
に 

潜
む
事
故

（
公
社
）須
惠
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

野
田 

成
人

気
を
抜
く
な 

今
日
も
安
全 

帰
宅
ま
で

（
公
社
）み
や
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

河
口 

正
芳

段
取
り
が 

安
全
作
業
の 

第一歩

（
公
社
）嘉
麻・桂
川
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

山
内 

孝
昭

日　時
平成27年7月14日（火）

福岡市立
中央市民センター

場　所

連合会主催者

367名参加者

安全に対する
熱いお言葉を
頂きました！

安全就業優良
センター表彰

就業災害防止に
ついての
記念講演 安全標語

表彰

事例発表
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安
全・適
正
就
業
対
策
の一層
の
推
進
を
図
る
た
め
、平
成
２７
年
７
月
１４
日（
火
）、福

岡
市
立
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、県
内
４
２
セ
ン
タ
ー
の
会
員
・
安
全
就
業
推

進
委
員
等
３
６
７
名
が
参
加
し
、安
全
就
業
促
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、吉
武
正一委
員
長（
み
や
こ
町
Ｓ
Ｃ
理
事
長
）の
開
会
の
こ
と
ば
、櫛
井

会
長
の
挨
拶
、来
賓
の
挨
拶
に
続
き
、安
全
就
業
優
良
セ
ン
タ
ー
の
表
彰
、安
全
標
語

の
発
表・表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
全
就
業
優
良
セ
ン
タ
ー
表
彰
で
は
、連
合
会
表
彰
基
準
を
ク
リ
ア
し
た
、み
や
こ

町
、飯
塚
市
、田
川
地
区
、筑
前
町
の
４
セ
ン
タ
ー
が
受
賞
し
、中
で
も
み
や
こ
町
は
全

シ
協
の
優
良
賞
も
受
賞
し
、ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、安
全
標
語
表
彰
で
は
、応
募
総
数
２
６
９
点
、う
ち
過
去
分
・
年
度
内
重
複
作

品
５
点
を
除
き
、有
効
作
品
２
６
４
点
を
委
員
会
で
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、別
掲
の

と
お
り
入
選
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。受
賞
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、吉
武
正一委
員
長
に
よ
る
連
合
会
安
全
・
適
正
就
業
対
策
委
員
会
報
告
、

昨
年
度
の
重
篤
事
故
発
生
の
反
省
の
も
と
、そ
の
後
の
安
全
就
業
活
動
に
つ
い
て
、北

九
州
市
Ｓ
Ｃ
の
出
口
企
画
課
長
よ
り
事
例
発
表
し
て
い
た
だ
き
、各
セ
ン
タ
ー
・
会
員

に
と
っ
て
お
お
い
に
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、福
岡
県
生
活
安
全
課
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る「
悪
質
商
法
、ニ
セ
電

話
詐
欺
に
つ
い
て
」の
生
活
安
全
講
話
、博
多
警
察
署
に
よ
る「
高
齢
者
の
事
故
抑
止

に
つ
い
て
」の
交
通
安
全
講
話
と
続
き
、普
段
の
生
活
に
役
立
つ
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
休
息
後
、「
就
業
災
害
を
防
止
す
る
に
は
」〜
普
段
の
生
活
に
も
役
立
つ
災
害
防
止

の
考
え
方
〜
と
題
し
て
、損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
太
田
真

治
氏
に
よ
り
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、連
合
会
の
昨
年
度
の
事
故
事
例
を
交
え
、

災
害
分
析
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、行
橋
市
Ｓ
Ｃ
の
安
全・適
正
就
業
対
策
委
員
会
委
員
長
の
丹
村
幸
司
氏
に

よ
る
、「
事
故
は
絶
対
に
起
こ
さ
な
い
ぞ
」と
い
う
力
強
い
安
全
就
業
宣
言
が
あ
り
、怡

土
副
委
員
長（
大
牟
田
市
Ｓ
Ｃ
事
務
局
長
）の
閉
会
の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し
た
。

安
全
意
識
を
高
め
、

日
々
の
生
活
に
安
心
を

最優秀賞優秀賞佳 作

作
業
前 

み
ん
な
で
摘
も
う 

危
険
の
芽

（
公
社
）筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー  

竹
村 

章
七

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
あ
ご
ひ
も
締
め
て
気
も
締
め
て

（
公
社
）福
津
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

綱
脇 

浅
男

安
全
第一 

心
と
身
体
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日　時
平成27年7月14日（火）

福岡市立
中央市民センター

場　所

連合会主催者

367名参加者

安全に対する
熱いお言葉を
頂きました！

安全就業優良
センター表彰

就業災害防止に
ついての
記念講演 安全標語

表彰

事例発表



　請負・委任（以下「請負等」という。）と派遣
の違いは指揮命令の有無です。（下図参照。）
請負等の場合、発注者からの指揮命令を受け
ることはできませんが、派遣では、派遣先から
の指揮命令を受けながら就業します。請負等
では引き受けられなかった発注者の従業員と
混在する仕事や指揮命令を伴う仕事が、派遣
によりお引き受けできるようになりました。派
遣就業の拡大により、会員の多様化するニー
ズやお客様からのご要望に対応することがで
きるようになりました。また、請負等の場合、
会員とシルバー人材センターの間に雇用関
係はありませんが、派遣の場合、会員は連合
会と雇用契約を結び、連合会の従業員として
派遣先で就業します。雇用契約の締結により
会員は安定した就業をすることができます。
収入の見込みが立てやすい点も会員にとっ
ての派遣就業のメリットとなっています。

請負・委任と派遣の違い
派遣事業の取り組み

56

●一般事務　●スーパーなどでの品出しや商品管理
●調理補助　●清掃業務　●マンション管理
●老人ホームなどでの介護補助業務
●保育施設での補助業務　など

お引き受けするお仕事の例

派遣事業のしくみ

お
客
様 

（
派
遣
先
）

派
遣
会
員

連
合・セ
ン
タ
ー

（
派
遣
元
）

就業（労務提供）

指揮命令関係

雇用契約

賃金支払

労働者
派遣契約

派遣料金
請求・支払

連合・センター（派遣元）と派遣会員との間に雇用関係が生じます。
派遣会員はお客様（派遣先）の指揮命令により就業します。

　シルバー派遣事業とは、福岡県シルバー人
材センター連合会が厚生労働大臣に届出を
行うことで実施することができる事業です。
シルバー派遣は、『労働者派遣事業の適正な
運営の確保及び派遣労働者の保護等に関す
る法律』（以下「派遣法」という。）と『高年齢者
等の雇用の安定等に関する法律』（以下「高
齢法」という。）の適用を受けて実施していま
す。二つの法律の適用を受けて実施している
ため、法改正により労働者派遣事業は許可制
のみとなりましたが、シルバー派遣は届出制
による派遣事業が認められています。また、シ
ルバー派遣は高齢法で、臨時的かつ短期的
（概ね月10日程度）又はその他軽易な業務
（概ね週20時間程度）いわゆる臨短軽の範囲
内で就業することが定められています。

シルバー派遣事業とは

　平成26年度に派遣就業した会員は約700名でしたが、平成27年12月末現在約1,300名の会員が
派遣業務に従事しており、スーパー等でのレジ業務や調理業務、介護施設や病院等での補助業務や送
迎、工場内での製造業務、事務業務等幅広い分野で活躍しています。
　派遣に関する目下の課題は、派遣就業会員の不足です。お仕事の依頼を受けても、就業する会員が
見つからないためにお断りせざるを得ないケースが多々あります。今後は、既存会員の掘り起しや新
規会員獲得に向け、連合会とセンターが一体となり取り組んでいきたいと思います。

派遣の現状

平成２７年度

高齢者活躍人材育成事業について

実施回数

36回

4回

7回

5回

4回

8回

8回

内　容講習名

基礎講習
（全講習共通開催）

各
種
専
門
講
習

子育て支援

介護補助

調理補助

農業支援

清掃業務

マンション
管理

実施期間

１日間

2日間

3日間

3日間

2日間

3日間

3日間

シルバーでの就業と派遣就業との違い、
よりよいコミュニケーションについてなど

子供の成長・発達、補助員としての心構え、
コミュニケーション、遊びなど

介護の基礎（移動・移乗、食事介助、
ベットメイキング他）認知症の理解など

食品衛生法、食中毒の予防知識、
調理方法の基本など

耕作用土作り、耕培品目ごとの栽培方法、
注意事項、実習など

使用洗剤の知識（配合、効果）作業の
安全確保、効果的な清掃方法など

マンションの構造と維持管理について、
日常清掃、作業報告の仕方など

　厚生労働省福岡労働局より委託を受け、シルバー派遣就業を希望する地域の６０歳以上の
高齢者及びシルバー会員を対象に、派遣就業に必要な知識や技能を習得することを目的とし
て事業を展開しております。
　学んでいただいたあとは、派遣会員として就業できるようサポートし、就業拡大が図れるよ
うに支援いたします。
　福岡県下にて、３６講習の開始者数４７８人を目標に開催しており、１２月末現在では、３４講習
を修了し、開始者数は４７６人で、修了者数は４７２人でした。

調理補助
講習

農業支援講習
（いちじく）

講習のお申込み及び詳細は、
各地域のシルバー人材センター

または当連合会まで
お問い合わせください。
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　毎
年
10
月
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発

促
進
月
間
で
す
。当
連
合
会
で
も
例
年
通
り
、

R
K
B
放
送
会
館
に
て
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
5
を
平
成
27
年
10
月
17
日（
土
）、18
日（
日
）

の
二
日
間
で
開
催
、両
日
併
せ
て
約
10
万
人
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
R
K
B
ラ
ジ
オ
ま
つ
り
と

同
時
開
催
さ
れ
、県
内
の
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。今
年
は
福
岡
市
、糸
島

市
、直
方
市
、大
牟
田
市
、朝
倉
市
、柳
川
市（
2
日

間
）、筑
紫
野
市
、久
留
米
市
、飯
塚
市
、嘉
麻
・
桂

川
広
域
、う
き
は
市
、大
川
市（
1
日
間
）の
12
セ
ン

タ
ー
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　連
合
会
で
は
高
齢
者
活
躍
人
材
育
成
事
業
で

行
っ
て
い
る
各
種
技
能
講
習
会
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
の
ご
案
内
を
は
じ
め
、ふ
く
お
か

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
グ
ル
ー
プ
あ
ゆ
み
に
よ
る
子

ど
も
ひ
ろ
ば
で
の
昔
あ
そ
び
な
ど
を
実
施
、子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
と
と
も
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
様
々
な
お
声
を
頂
戴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　各
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
さ
ん
の
手
作
り
小
物
や

リ
フ
ォ
ー
ム
作
品
、伝
統
の
あ
る
甘
木
絞
り
や
さ
げ

も
ん
、木
工
品
の
販
売
を
始
め
、地
元
の
農
産
物

（
果
物
、野
菜
、お
米
、梅
干
し
、味
噌
な
ど
）、綿
菓

子
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、手
作
り
の
お
弁
当
や
た
こ

や
き
、焼
き
芋
等
お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
並

び
、多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　高
齢
化
が
進
む
中
、会
員
の
対
象
と
な
る
方
は

増
え
て
い
る
の
で
す
が
、残
念
な
が
ら
会
員
が
足

り
な
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。ま
だ
ま

だ
広
報
活
動
は
足
り
て
い
な
い
よ
う
で
、直
接
話

を
す
る
こ
と
で
活
動
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
方
も

多
く
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
積
極
的
に
作
る
必
要

が
あ
る
と
実
感
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

すべて
手づくりです

販売も
楽しい！

たくさんの人で
賑わいました

シルバー人材センターの事業や活動を
紹介する、年に1度の大イベント

開  催
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、梅
干
し
、味
噌
な
ど
）、綿
菓

子
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、手
作
り
の
お
弁
当
や
た
こ

や
き
、焼
き
芋
等
お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
並

び
、多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　高
齢
化
が
進
む
中
、会
員
の
対
象
と
な
る
方
は

増
え
て
い
る
の
で
す
が
、残
念
な
が
ら
会
員
が
足

り
な
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。ま
だ
ま

だ
広
報
活
動
は
足
り
て
い
な
い
よ
う
で
、直
接
話

を
す
る
こ
と
で
活
動
を
理
解
し
て
く
だ
さ
る
方
も

多
く
、こ
の
よ
う
な
機
会
を
積
極
的
に
作
る
必
要

が
あ
る
と
実
感
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

すべて
手づくりです

販売も
楽しい！

たくさんの人で
賑わいました

シルバー人材センターの事業や活動を
紹介する、年に1度の大イベント

開  催
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ふくおか子育てマイスター
事業に取り組んでいます
　福岡県では平成24年度から県内在住の60歳以上の方を対象と
した高齢者子育て支援推進事業として「ふくおか子育てマイス
ター事業」に取り組んでおり、当連合会が事業を受託し実施、今年
で4年目を迎えました。平成27年12月現在で全30時間の研修会
を修了した「ふくおか子育てマイスター認定・登録者」は1000名を
超え、様々な形で地域の子育てを応援しています。

　今年度は久留米市、北九州市、篠栗町、福岡市で開催
となりました。この研修会では子育て支援とは、コミュ
ニケーションについて、子どもの発達や遊び、ケガや病
気についてなど、子育ての基礎となる項目を学びます。
実習やグループワークも多く、受講者同士の距離が縮
まりやすいため仲間作りの場ともなっており、認定・登
録後は気の合う者同士グループを作って活動されるこ
とが増えています。ひろばを開催して親子の集う場や関
係づくりの場を提供したり、イベント等での集団託児や
出し物のお手伝いをしたり、自分たちで学びの場を作っ
たりと活動は様々ですが、子育てを支えたいという温か
な思いはどなたも同じです。保育所や放課後児童クラ
ブなど施設での補助としての要請も増えており、高齢
者の持つ経験と温かさが大変好評です。

ふくおか子育てマイスター認定研修会を開催（年4回）

　ふくおか子育てマイスターを対象に、今年は「乳幼児
救急法」、「遊びと製作」、「子どもの心と大人の役割」と
いう3つの研修会を開催しました。どれも多くの参加が
あり、久しぶりの研修会を楽しんでくださいました。内
容についてもとても好評で、スキルアップに一役買うこ
とができたようです。今後も活動に役立つ内容を提供
できるよう、事務局一同取り組んでまいります。

フォローアップ研修会

絵本の
読み聞かせに
挑戦中です

手袋を使った
人形を作りました

092-292-1851ふくおか子育てマイスターに
関するお問い合わせはこちらまで 平日（祝祭日を除く）9：00～17：00

　『ニセ電話詐欺の現状』と題し、福岡県警察本部生活安全部 生活安全総務課安全安心まちづくり推進室係
長黒川進氏に講演をお願いしました。昨今、全国において様々な詐欺事件が多発し、被害額は過去最悪の状
況となっています。特に福岡県では「ニセ電話詐欺」が平成27年5月末時点で10億円を超す甚大な被害額

（前年同期の２倍強）となっており、その約75％が65歳以上の高齢者を狙った手口となっています。シルバー
人材センターの正会員は60歳以上の高齢者であることから、主なだましの手口等について説明を受け、被害
に遭わない・遭わせないための連帯意識を持ち各地域おいての防犯意識の高めること、福岡県警「ニセ電話
気づかせ隊」への参加による被害防止啓発活動に取り組むことなど、安全安心な地域社会づくりの一環を担
うこともシルバー人材センターの大きな役割だと認識しました。

　シルバー派遣事業の拡充に伴い、会員の円滑な就業の推進を図り、適正な運営を行うため、福岡労働局職
業安定部需給調整事業課に講義を依頼し、主任需給調整指導官三嶋良之氏から『シルバー人材センターにお
ける労働関係法令の適用及び請負について』具体的な偽装請負裁判例や指導事例等を説明していただき、
就業の提供にあたっての留意事項について教わり、次に需給調整第２係長江上智朗氏から『労働者派遣をと
りまく現状と課題について』改正法案の概要及び今後の対応等について学びました。

　改正派遣法については、福岡労働局職業安定部需給調整事業課需給調整指導官野田智氏に講義を依頼
し、労働者派遣制度の概要、派遣の流れ、派遣元・派遣先が講ずべき措置及び改正労働者派遣法等をまとめ
た資料により、シルバー派遣事業の運営に影響する事項について詳しい説明を受け、さまざまな検討課題に
取り組む必要があることを痛感しました。
　また、平成２８年１月から運用開始となるマイナンバー制度については、連合会総務・経理課長野﨑真由美
が、福岡県内シルバー人材センターが行う「マイナンバー取扱いの実務」について、制度の概要、対応スケ
ジュール、組織体制の整備、取扱規程、安全管理措置、取得の方法・運用・保管等を説明し、適切に管理するよ
うお願いしました。

　介護保険法の改正に伴い、平成29年度末までに「介護予防・日常生活支援総合事業」に各市町村で取り組
むことになっています。介護予防の観点から高齢者を地域で支えていくための仕組み作りですが、シルバー
人材センターの福祉・家事援助サービスはその事業の核となり得るもので、全国的に参入に向けて動いてい
ます。今回は直方市、糸島市、行橋市の行政担当者に現在の状況や考え方、事業内容等を説明いただくととも
に、シルバーに期待することをうかがいました。「仕組みが良くわかった」、「これから取り組むべき方向が見え
た」などの感想が多く寄せられ、センターの動きを加速するものとなったようです。グループワークでは事業
内容や課題、手順や準備などを話し合い、県内全体での事業参入に向け、一丸となって取り組むことを確認し
ました。

地
域
の

子
育
て
応
援
隊！
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　二
〇
一
六
年
の
干
支
は
、丙
申（
ひ
の
え
さ
る
）で

す
。　干

支
と
言
え
ば
、「
子（
ね
）・
丑（
う
し
）・
寅（
と

ら
）…
」と
、十
二
の
動
物
を
数
え
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、本
来
は
十
干（
じ
っ
か
ん
）と
十
二
支
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
を
干
支（
え
と
）と
言
い
、甲
子

（
き
の
え
ね
）に
始
ま
り
、三
十
三
番
目
が
丙
申
、今

年
の
干
支
は
六
十
年
に一度
の
年
だ
そ
う
で
す
。

　十
干
は
、樹
木
の
生
長
に
例
え
ら
れ
る
そ
う
で
、

丙
は
、そ
の
形
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
頃
な
の
だ

そ
う
で
す
。

　一方
で
十
二
支
も
同
じ
く
、申
は「
呻（
う
め
く
）」

と
い
う
意
味
で
、果
実
が
成
熟
し
、固
ま
っ
て
く
状
態

を
表
し
て
い
ま
す
。

　つ
ま
り
、今
年
は「
形
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
、

実
が
固
ま
る
年
」と
言
え
そ
う
で
す
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検
索
は
便
利
な
も
の
で
、

六
十
年
前（
一
九
五
六
年
）の
出
来
事
を
調
べ
て
み
る

と
、た
く
さ
ん
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　丙
申
に
ふ
さ
わ
し
い
話
題
を
拾
っ
て
み
る
と
、五

月
に
は
、故
・
石
原
裕
次
郎
が
、「
太
陽
の
季
節
」で
俳

優
デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
ま
す
。十
月
は
、西
鉄
ラ
イ
オ

ン
ズ
が
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
巨
人
を
下
し
、球
団
史
上

初
の
日
本
一に
な
り
、十
二
月
に
は
、日
本
が
国
際
連

合
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

　か
な
り
都
合
の
良
い
検
索
で
す
が
、明
る
い
話
題

の
多
い
年
で
し
た
。

　六
十
年
と
言
え
ば
還
暦
。暦
の一
巡
り
を
経
て
、今

年
も
、「
成
長
し
、実
が
固
ま
る
年
」で
あ
る
こ
と
を
、

心
か
ら
願
い
ま
す
。

私がだまされた理由

●手口は知っていたが、
　「自分は大丈夫」と思っていた。
●話し方が優しく丁寧で、親切だった。
●自分や家族の個人情報を
　知っていたので、息子だと信用した。
●焦り、恐怖心、羞恥心などから、
　周りの人に相談できなかった。

～被害者からの聞き取り調査結果～

ニセ電話詐欺 被害額
（福岡県内 平成27年1月～12月末）

18億4,346万円


